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令和6年度の実績

・旧吉野川浄化センター見学会の開催

・「下水道の日」普及啓発街頭キャンペーン

・下水道パネル展の開催

・下水道普及啓発標語コンクールの開催

自主事業

 かい すい こん ごう

海水混合❸

紫外線ランプ
 し がい せん 

 つき み が おか な まえ ゆ らい

「アクアきらら月見ヶ丘」の名前の由来06

「アクアきらら月見ヶ丘」の

見学に関するお問い合わせ、

旧吉野川流域下水道に関する

お問い合わせは、こちらまで
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旧吉野川浄化センター（アクアきらら月見ヶ丘）
〈指定管理者：旧吉野川流域下水道管理運営共同事業体〉
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「下水道の日」街頭キャンペーン「わたしたちの生活を守る支える下水道」標語コンクール

板野郡松茂町豊岡字山ノ手41
TEL(088)699-9630   FAX(088)699-9634
ホームページ  https://www.toku-eta.or.jp

徳島県県土整備部  水環境整備課
TEL(088)621-2729   FAX(088)621-2896
E-メール  mizukankyouseibika@pref.tokushima.jp

紫外線
消毒装置の
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「アクアきらら月見ヶ丘」汚水処理施設
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下水道　自然を守る　大きな輪 鳴門市第一小学校6年　笹 木  優 凛 さん

よごれても　きれいにもどし　キラキラに 浦庄小学校3年　河 見  優 咲 さん
げすいどう　くらしをささえる　みんなのヒーロー 新開小学校1年　橋 本  晃 弥 さん
下水道　きれいな水の　命綱 神山中学校3年　中 村  太 智 さん

下水道　地球を守る　１つの根 神山中学校3年　久 保  彩 夏 さん

下水道　水をきれいに　する魔法 松茂中学校1年　長 尾  和 奏 さん
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紫外線消毒
紫外線は、微生物の細胞膜を透過し、

直接核の中のDNAと反応するため、

消毒速度が非常に速い
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H12年度	 都市計画決定、事業認可取得
H13年度	 幹線管渠工事に着手
	 鳴門市、松茂町、北島町及び藍住町で関連公共下水道事業に着手
H14年度	 板野町で関連特定環境保全公共下水道事業に着手
H17年度	 処理場用地取得、処理場地盤改良
H18年度	 処理場建設工事に着手
H21年4月1日	 一部供用開始（1/16系列、処理能力5,900m3／日）
H25年4月	 （公財）徳島県建設技術センター（1回目指定管理者）
H28年4月	 （公財）徳島県建設技術センター（2回目指定管理者）
H28年12月	 処理場増設工事完成（1/8系列、処理能力11,800m3／日）
H31年4月	 旧吉野川流域下水道管理運営共同事業体（1回目指定管理者）
R6年4月	 旧吉野川流域下水道管理運営共同事業体（2回目指定管理者）

施設番号 施 設 名 仕様、容量、能力等 備　　考

① 第1ポンプ棟
構　　造　地下1階　地上1階
　　　　　RC造・鉄骨造

② 導 水 渠 管　　径　φ350
③ 流入ポンプ棟 ― 水量に応じて整備予定
④ 分 配 槽 ― 水量に応じて整備予定
⑤ 最初沈殿池 ― 水量に応じて整備予定

⑥ 反 応 槽

	 延長	 幅	 深さ（m）
嫌 気 槽　10.0×7.75×5.5（2池）
無酸素槽　26.0×7.75×5.5（2池）
好 気 槽　39.0×7.75×5.5（2池）

⑦ 最終沈殿池 	 延長	 幅	 深さ（m）
　　　　　52.9×3.70×4.0（4池）

⑧ 用水・消毒棟 構　　造　地下1階　地上1階　RC造
⑨ 送 風 機 棟 構　　造　地下1階　地上3階　RC造 脱水機、自家発電装置
⑩ 管 理 棟 構　　造　地上2階　RC造
⑪ 汚泥処理棟 ― 水量に応じて整備予定
⑫ 重力濃縮槽 ― 水量に応じて整備予定

⑬ 独 立 管 廊 用水・消毒棟、送風機棟、管理棟、
水処理管廊等間の連絡用通路

⑭ 海水取水施設
放流人孔　3,300L×3,000W×5,100H
海水取水槽　3,300L×2,200W×7,400H

⑮ 放 流 渠 ボックスカルバート　1,800×1,800×23.6m
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から酸
さん

素
そ

を奪
うば

い、そ

の結
けっ

果
か

、窒
ちっ

素
そ

（N 2）が気
き

体
たい

となって除
じょ

去
きょ

されます。

　通
つう

常
じょう

の有
ゆう

機
き

物
ぶつ

除
じょ

去
きょ

を目
もく

的
てき

とした処
しょ

理
り

法
ほう

で得
え

られる処
しょ

理
り

水
すい

質
しつ

以
い

上
じょう

の水
すい

質
しつ

を得
え

ることを目
もく

的
てき

とした処
しょ

理
り

を高
こう

度
ど

処
しょ

理
り

といいます。

　「アクアきらら月
つき

見
み

ヶ
が

丘
おか

」では、富
ふ

栄
えい

養
よう

化
か

の原
げん

因
いん

となる窒
ちっ

素
そ

やリンの除
じょ

去
きょ

も

行
おこな

うため、嫌
けん

気
き

無
む

酸
さん

素
そ

好
こう

気
き

法
ほう

（A 2O法
ほう

）による高
こう

度
ど

処
しょ

理
り

を行
おこな

います。

現在の事業計画
計 画 処 理 面 積 約1260ha
計 画 処 理 人 口 約43千人
計画汚水量（日最大） 約28千m3／日
幹 線 管 渠 延 長 約24.7km
関 連 市 町 1市4町　	鳴門市、松茂町、北島町、藍住町、板野町


